
 

お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ 

 

六
月
一
日
、
連
谷
お
助
け
隊
主
催
の

「
灯
そ
う
千
枚
田
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

こ
の
催
し
は
既
に
八
年
に
も
お
よ
び

全
国
の
棚
田
に
お
け
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル
」

の
先
駆
け
で
も
あ
る
。 

 

こ
の
八
年
、
雨
に
降
ら
れ
た
事
が
な
い
。

特
に
今
年
は
例
年
よ
り
も
十
一
日
も
早

い
入
梅
宣
言
の
な
か
誰
し
も
雨
を
心
配

し
た
が
「
勢
い
で
行
こ
う
！
」
と
、
雨
と

い
う
言
葉
を
禁
句
に
催
し
の
準
備
を
進

め
た
。
こ
の
勢
い
に
お
天
道
さ
ま
も
催
し

日
和
に
ひ
と
肌
脱
い
で
く
れ
た
。 

 

十
八
時
三
十
分
、
景
観
道
や
小
学
校
駐

車
場
か
ら
県
道
両
脇
に
参
加
者
を
安
全

に
誘
導
す
る
た
め
設
置
し
た
ロ
ウ
ソ
ク

に
点
火
。
十
九
時
、
号
砲
を
合
図
に
「
灯

そ
う
千
枚
田
」
と
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に

設
置
さ
れ
た
「
小
水
力
発
電
施
設
」
完
成

式
の
式
典
が
同
時
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

会
場
で
は
お
助
け
隊
の
焼
肉
、
焼
そ
ば
、

酒
類
販
売
等
々
に
そ
れ
な
り
の
熟
女
や
、

毎
年
、
人
気
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
の
娘
な
ど
が

販
売
に
愛
想
を
振
り
ま
い
た
。
他
に
「
棚

田
っ
娘
」
の
五
平
餅
販
売
、
保
存
会
の
千

枚
田
周
辺
の
農
作
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
食

べ
さ
せ
た
「
イ

ノ
シ
シ
汁
」
二

釜
も
好
評
で

あ
っ
た
。
特
設

舞
台
で
は
連

谷
小
学
校(

五
名)

児
童
の
合
唱
や
親
父
バ

ン
ド(

ハ
イ
コ
ー
ズ)

の
熱
演
に
参
加
者
も

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
手
を
振
り
上
げ
、
と
け
込

ん
だ
。
会
場
入
り
口
で
は
毎
年
参
加
の

「
こ
ど
も
陣
太
鼓
」
の
熱
演
に
取
り
囲
ん

だ
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
揚
が
っ

た
。 

 

小
水
力
発
電
の
完
成
式
を
終
え
、
立
ち

寄
っ
て
頂
い
た
大
村
知
事
さ
ん
や
穂
積

市
長
さ
ん
な
ど
か
ら
地
域
起
こ
し
に
頑

張
っ
て
い
る
お
助
け
隊
や
参
加
者
に
挨

拶
を
頂
い
た
。
ま
た
、
知
事
さ
ん
に
は
参

加
者
に
気
楽
な
ふ
れ
あ
い
を
お
願
い
、
御

年
九
十
四
才
、
ピ
チ
ピ
チ
の
よ
し
子
お
婆

あ
も
「
元
気
が
な
に
よ
り
」
と
握
手
さ
れ
、

長
生
き
の
お
か
げ
で
佳
い
思
い
を
し
た

と
感
涙
し
た
。
「
こ
ど
も
陣
太
鼓
」
の

面
々
も
知
事
さ
ん
と
の
記
念
写
真
は
一

生
の
記
憶
と
し
て
残
る
こ
と
と
思
う
。 

 

雨
を
追
い
や
る
勢
い
の
連
谷
お
助
け

隊
主
催
の
「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」
～

灯
そ
う
千
枚
田
～
も
千
五
百
本
の
幻
想

的
な
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
と
十
五
発
の
花

火
、
特
別
参
加
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
二

十
一
時
を
も
っ
て
無
事
閉
会
。
参
加
者
七

百
人
、
車
両
百
五
十
台
を
捌
き
き
っ
た
お

助
け
隊
に
感
謝
の
念
を
抱
く
。 

                                

                                

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 118号  



【
設
備
の
概
要 

幅
五
十
㎝
、
奥
行
き
四

十
㎝
、
高
さ
五
十
二
㎝
の
発
電
施
設
。
湧

水
（
農
業
用
水
）
で
水
車
を
回
し
、
最
大

一
ｋ
ｗ
の
発
電
が
可
能
】 

小
水
力
発
電
施
設
完
成
式 

 
六
月
一
日
、
県
営
「
中
山
間
ふ
る
さ

と
・
水
と
土
保
全
対
策
事
業
」
に
よ
り
愛

知
県
第
一
号
の
小
水
力
発
電
施
設
の
完

成
式
が
千
枚
田
を
水
源
と
す
る
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
で
愛
知
県
主
催
に
よ
り
約
七
十

名
が
参
集
す
る
中
、
大
村
愛
知
県
知
事
、

穂
積
新
城
市
長
、
峰
野
愛
知
県
議
の
祝
辞

の
後
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
「
千

枚
田
」
の
文
字
を
点
灯
し
た
。 

 
 

知
事
は
「
規
模
は
小
さ
い
が
愛
知
県
と

し
て
の
第
一
号
が
地
域
の
宝
。
市
、
県
の

顔
と
し
て
知
名
度
・
貢
献
度
を
挙
げ
て
い

た
だ
い
て
い
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」
に
設

置
で
き
た
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る
。
ま

た
、
本
県
は
農
業
用
の
水
路
延
長
が
全
国

三
位
で
あ
り
、
す
で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
小
水
力
発
電
が
県
内
十
四

ヶ
所
で
計
画
、
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
第
一
号
で
あ
る
こ
と
は
目
出
度
い

事
で
あ
る
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

こ
の
施
設
の
愛
称
を
連
谷
小
学
校
の

全
校
児
童
五
名
が
知
恵
を
出
し
合
い
「
で

ん
で
ん
ち
ゃ
ん
」
と
名
付
け
、
大
村
知
事

さ
ん
に
プ
レ
ー
ト
を
渡
し
、
一
緒
に
記
念

写
真
を
撮
っ
て
頂
い
た
。 

 
 

                  

観
察
会 

六
月
二
日
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物

館
は
「
四
谷
の
千
枚
田
で
生
き
も
の
を
観

察
し
ょ
う
」
を
題
材
に
当
館
学
術
委
員
の

水
谷
先
生
と(

舜)

を
講
師
に
参
加
者
四
十

名
が
早
苗
の
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
の
豊

か
さ
を
観
察
し
た
。 

               

平
成
十
四
年
、
親
子
観
察
会
で
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
の
自
然
再
生
を
視
野
に
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
を
放
流
。
三
年
後
に
は
ビ
オ

ト
ー
プ
や
畦
く
ろ
に
植
え
た
ナ
ン
テ
ン

の
木
に
卵
塊
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
等
々
の
説
明
と
同
時
に
数
日
前
に
生

ま
れ
た
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
に
驚

き
と
興
味
を
抱
い
た
。 

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
追
う
イ
モ
リ
や

ヘ
ビ
。
上
空
で
は
ノ
ス
リ
や
ク
マ
タ
カ
が

ヘ
ビ
な
ど
を
獲
物
と
し
て
狙
う
姿
が
多

く
見
ら
れ
、
生
物
多
様
性
・
自
然
の
摂
理

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
観
察
会
で
あ
っ

た
。
と
、
好
評
で
あ
っ
た
。 

育 

農 

稲
作
体
験
学
習 

 

六
月
六
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

一
年
生
五
十
名
は
五
月
九
日
に
植
え
た

早
苗
の
生
育
調
査
と
田
の
草
と
り
を
行

っ
た
。
ま
た
、
恒
例
の
梅
取
り
や
地
元
の

お
母
さ
ん
達
の
指
導
で
地
域
料
理(

椎
茸

の
ま
ぜ
ご
は
ん)

な
ど
の
実
習
に
励
ん
だ
。 

                

    

行 
 

平
成
二
十
五
年
六
月
十
五
日 
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